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平成25年度 】｢地域活性化システム論｣
 

129 -日
 月14日(月
 ｡‥土曜｡13 ｡～/全 3回)

対 象 者 - 岡 山大 学 学 生 ･地 域 活 性 化 に 関 心 の あ る 企 業 ･自治 体 ･NPO団体 ･県 民 ･市 民 の 方 な ど

1 皿

ウメを中tとする南部

土113:00-

Ek 町農業の歴史とこれからの展望 

ロ 等成ヱ時 11月 30日ll≡■
 ニ30蔓17 遷 ≡璽 岡幽東学 農学部 フィールド科学センター実習室

コーディネーター :吉田指一枚削触大学細 艇 命科学佃 科】 氷台風のため10月26日(土)から変更になりました｡

講 師 :和師山県みなペ町より山本康雄 氏･中西 基博氏･中本 表明氏･坂本 国之氏

"it厚地 (,有る和故山鼎みなJ<町より樺栽培J豪の方をお招きして､南南柏の栽培の歴史や､梅生産貝毒有蜘 的t

の現宏､軸 癖 を貰っていただく滴 直晶を活用しながらどのように地域活性化を図っていけるのか自由に議

的'r .細嘘 朝 欄 を深め乱 塘Fユ･ 梅の利用方法紹介｣fL 毛	 Fフ皿 ｢ もありますO 

■第 12 回 向 山 兼 学 庖 学 部 公開シ ''J ポ ジ サ ム 

r中国四国の農産物マニ ケ ティンヴ観梅考考える｣ 

I:ロ 年1月9日は 713: ～ 17: 0 ■ 岡山東学 自然科学研究紺 1帽大講盈量平戯 5 1 紬 . 0 ■遷 ≡ 

フアシリチーター : 小松 春信 教授 【岡山大学欠学問 噂生命科学研究科】

報 告 者 : 岩田 則和 氏【岡山県艶柵榔 対fS減翻 珪進呈】/岡林 偉宏 氏【高知敗産地濁 通支援課】/
三木 教立 氏【鳥取県商工労働訪米農林水産部市場開拓局】

コメンテーター : 田中 宏樹 氏【中国四国鹿閉 経酔 歩薫支援部】
意 見 交 換 会 :180:0頃 ～ 37会場>ビーチユニオン(揃にお申込みください)

4t

共 催 : 岡山県/岡山県農業協同組合中央会

後 援 : 中国四国農政局/NPO法人中国四国農林水産･食品先進技術研究会/NPO法人中国四国食農交流ねっとわーく

中国四国における農産物のマーケティング戦略に焦点を当てて､県の立場から､各県の具体的取り組みや将来展

望を紹介していただくOつぎに､それらの戦喝を遂行するために求められる農学的研究成果や発想を検討する｡

そして､報告者と受講生の双方向的なディスカッションを行い､関係者の今後の取り組み課題を明らかにする｡

未利用兼質liイオマスを活用 Lた
 地 域 活 性 化


｢
兼琵J
 'オマスエ和レギ-を活用Lたモデル地域づく り 推 進 事 題 (棉 野 庶 )｣ 

I:E I 平成ユ坤 l王月1咽 【出 伯湖 -1缶湖 ■翌 週 岡 山 光 鄭 0周 年 記 忠 地 金 光 ホ ー ル
謀50周年転意腔周辺にFi敬重喝がございませんので､

挨 拶 : 山本 進一 氏【岡山大学 理事】 公糸安着也偶を利用してお越しください.

司 会 : 花岡 千草 丘【岡山大学 強喝的プログラム支援ユニット教授】

パ	 ネ リ ス ト : 青木 秀摘 氏 (岡山県西粟倉村長】


神崎 浩 氏 (岡山大学大学院環境生命科学研究科長 教授)


兼松 広行 氏 【林野庁 林政部長】


崎田 裕子 氏【環境カウンセラー】


横 山 伸也 氏 【恩取環境大字環境学那 教授】


未利用木質バイオマス泣源を活用したモデル地域づくり事業に取り組む酉悪海相､林野庁坤散票惜 およびバイオ

マスエネルギー政策に精通したパネリス トを招き､地域活性化の方策と課U!菰措福す竜亡


